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一
六
八

一
、
問
題
と
し
て
の
「

體
」

本
文
は
、
白
話
の
作
品
を
主
軸
と
し
た
『
新
靑
年
』
な
ど
の
雜
誌
と
正
面
か
ら

對
峙
し
た
雜
誌
『
學
衡
』
の
最
も
重
要
な
編
集
者
・
寄
稿
者
で
あ
る
吴
宓
（
一
八

九
四
―
一
九
七
八
）
が
、
一
九
二
〇
～
二
五
年
の
閒
に
形
成
し
て
い
た
言
語
・
文

體
觀
に
焦
點
を
當
て
る
。

一
九
一
七
年
か
ら
一
九
一
九
年
に
か
け
て
の
文
言-
白
話
論
爭
に
お
い
て
、
胡

㊜
、
陳
獨
秀
、
錢
玄
同
ら
が
提
示
し
た
文
學
改
良
案
で
は
、
古
文
の
文
法
、
典
故

の
濫
用
、
內
容
の
空
疎
が
激
し
く
批
判
さ
れ
、
文
言
と
白
話
は
相
容
れ
な
い
と
し

て
古
文
を
廢
止
す
る
聲
が
多
數
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
論
戰
の
後
に
現
れ
た
『
學

衡
』
は
、
一
九
二
二
年
一
⺼
に
、
吳
宓
、
梅
光
迪
（
一
八
九
〇
―
一
九
四
五
）、
胡

先
驌
（
一
八
九
四
―
一
九
六
八
）、
柳
詒
徵
（
一
八
八
〇
―
一
九
五
六
）
ら
が
南
京
で

創
刊
し
、
上
海
の
中
華
書
局
が
印
刷
・
販
賣
し
た
⺼
刊
誌
で
あ
る
（
一
九
三
三

年
に
七
十
九
號
で
廢
刊
）。
創
刊
號
に
は
柳
詒
徵
の
發
刊
の
辭
が
あ
り
、「
籀
繹
の

作
〔
解
說
的
文
章
〕
に
は
か
な
ら
ず
雅
な
る
文
字
を
選
び
、
も
っ
て
文
を
崇た

っ
と

く
し
、

冷
靜
に
語
っ
て
嫚
罵
す
る
こ
と
な
く
、
も
っ
て
世
俗
を
培つ

ち
か

う
」（

１
）と

い
う
雜
誌
同

人
に
よ
る
文
體
面
の
宣
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
發
刊
の
辭
に
「
文
言
」
使
用

へ
の
直
接
的
言
及
は
な
い
が
、
雜
誌
所
載
の
論
說
か
ら
文
苑
欄
の
文
（
創
作
）
や

詩
ま
で
、『
學
衡
』
は
ほ
ぼ
文
言
の
み
を
用
い
、
朙
ら
か
に
白
話
を
拒
ん
で
い
る
。

こ
う
し
て
『
學
衡
』
と
新
文
化
主
義
者
の
論
爭
の
重
要
な
一
環
と
し
て
、
文
言
と

白
話
の
論
爭
が
勃
發
す
る
。

一
九
二
二
年
二
⺼
、
魯
迅
「
估
『
學
衡
』」
は
、
同
誌
創
刊
號
の
文
體
を
裁
き

の
場
に
引
き
据
え
た
。
よ
く
知
ら
れ
た
こ
の
批
判
の
典
型
的
な
一
段
は
、
以
下
の

通
り
で
あ
る
。

「
中
國
で
社
會
主
義
を
提
唱
す
る
こ
と
の
檢
討
」
で
は
、「
す
べ
て
理
想
學
說

の
發
生
に
は
、
み
な
、
そ
の
歷
史
上
の
背
景
あ
り
、
決
し
て
懸
空
の
虛
構
に

あ
ら
ず
。
烏ユ

ー
ト托

之の

邦ピ
ア

を
造
る
は
、
無む

病び
ょ
う

のの

呻し
ん

を
な
す
者
な
り
」
と
言
っ
て

い
る
。「
英イ

吉ギ

之の

利リ
ス

」
の
モ
ア
の
本
を
調
べ
て
み
て
も
、Pia of U

to

と
は

ど
こ
に
も
書
い
て
は
な
い
。「
之
・
乎
・
者
・
也
」
式
の
文
語
文
は
、
止
め

た
く
て
も
止
め
ら
れ
な
い
の
だ
と
し
て
も
、
ほ
か
に
古
典
か
ら
言
葉
を
さ
が

す
こ
と
も
む
ず
か
し
い
こ
と
で
は
な
い
の
に
、
何
も
好
ん
で
、
眞
ん
中
に
詰

め
も
の
を
加
え
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
昔
も
「
睹ト

ゥ

史シ

之の

陀タ

」
と
い
う
の
を
聞

い
た
こ
と
は
な
い
し
、
今
も
、「
寧ニ

ン

古グ

之の

塔タ

」
と
は
言
わ
な
い
。
か
く
も
奇

妙
な
文
句
を
ひ
ね
る
の
は
、
誠
に
「
㊒
病
之
呻
」
と
言
う
べ
き
だ
ろ
う
。（

２
）

吳
宓
と
「
文
」
の
新
理
想
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吳
宓
と
「
文
」
の
新
理
想

一
六
九

で
き
あ
が
る
」（

４
）と

、
白
話
文
に
一
定
の
知
識
性
と
洗
練
、
そ
し
て
雜
種
化
を
求
め

る
こ
と
を
唱
え
た
。
一
世
紀
を
經
て
白
話
文
運
動
の
全
體
像
を
振
り
﨤
る
こ
と
の

で
き
る
今
日
か
ら
見
て
、「
新
文
化
」
以
降
の
現
代
白
話
文
は
、
文
學
革
命
家
が

宣
朙
し
た
よ
う
な
、
話
し
言
葉
を
如
實
に
反
映
し
た
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
そ
れ

以
歬
の
舊
白
話
（「
古
白
話
」（

５
））

と
も
本
質
的
な
違
い
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
。

そ
れ
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
の
文
法
・
語
彙
と
日
本
語
の
文
法
・
語
彙
の
影
響
を

深
く
受
け
て
お
り
、
新
し
い
知
識
人
階
級
が
使
う
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
化
し
た
白
話
文

（「
歐
化
白
話
文
」）
で
あ
る（

６
）。

一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
に
か
け
て
、
敎
育
部

に
よ
る
小
學
校
敎
科
書
に
國
語
・
白
話
文
が
採
用
さ
れ
、
白
話
文
に
よ
る
「
文

學
」
の
選
集
で
あ
る
『
中
國
新
文
學
大
系
』
の
出
版
な
ど
を
目
印
と
し
て
、
こ
の

歐
化
し
た
白
話
文
と
統
一
さ
れ
た
國
語
は
、
大
淸
帝
國
の
「
文
言-

官
話
」
に
代

わ
り
、
國
民
國
家
と
し
て
の
中
國
の
公
式
言
語
に
な
り
、
國
家
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を

傳
逹
す
る
最
も
主
要
な
メ
デ
ィ
ア
と
な
っ
た
。

あ
る
言
語
が
國
民
の
大
多
數
に
受
け
入
れ
ら
れ
る
か
否
か
は
、
そ
の
言
語
が
依

據
す
る
政
治
的
・
思
想
的
權
力
に
深
く
關
わ
っ
て
い
る
と
指
摘
す
る
硏
究
者
が
い

る（
７
）。

文
言
の
代
わ
り
に
歐
化
し
た
白
話
文
が
中
國
に
お
け
る
勝
利
を
收
め
た
背
景

に
は
、
中
國
と
西
洋
雙
方
の
力
の
消
長
が
潛
ん
で
い
る
。
歐
化
し
た
白
話
文
は
、

西
洋
帝
國
主
義
が
技
術
と
軍
事
力
に
よ
っ
て
中
國
に
持
ち
込
ん
だ
新
し
い
知
識
體

系
の
副
產
物
で
あ
り（

８
）、

ま
た
實
證
主
義
的
精
神
、
反
傳
統
主
義
、
政
治
的
急
進
主

義
・
自
由
主
義
、
倫
理
的
相
對
主
義
、
社
會
的
平
等
主
義
、
個
人
主
義
な
ど
と
と

も
に
、「
新
文
化
」
の
一
部
で
あ
り
な
が
ら
「
新
文
化
」
を
作
り
上
げ
た
唯
一
の

言
語
メ
デ
ィ
ア
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
余
英
時
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、

「
新
文
化
」
を
そ
れ
だ
け
に
限
定
せ
ず
、
保
守
主
義
な
ど
多
元
的
・
多
方
向
的
な

文
化
の
矛
盾
體
ま
で
も
含
め
る
べ
き
だ
と
い
う
考
え
方
も
あ
る（

９
）。

吳
宓
の
文
學
的
、

思
想
的
主
張
は
、
西
洋
の
知
識
を
自
己
の
正
當
性
の
根
據
と
し
て
援
用
す
る
點
で
、

魯
迅
は
、
一
九
一
〇
年
代
の
「
文
白
論
爭
」
に
お
け
る
胡
㊜
ら
の
古
文
批
判
の

核
心
を
踏
ま
え
、『
學
衡
』
の
同
人
が
抱
え
る
新
た
な
問
題

―
西
洋
の
知
識
を

扱
う
『
學
衡
』
の
新
し
い
知
識
人
た
ち
が
、
ま
が
い
も
の
の
古
文
に
拘
泥
し
た
結

果
、
文
法
上
の
誤
り
や
笑
う
べ
き
表
現
が
生
じ
た
こ
と
を
槍
玉
に
擧
げ
た
。
新
世

代
の
若
者
た
ち
に
は
も
は
や
確
固
た
る
古
文
の
素
養
が
な
く
、
新
し
い
觀
念
を
白

話
で
な
ら
自
由
に
表
現
で
き
る
は
ず
な
の
に
、「
復
古
」
を
企
て
て
「
僞
物
の
骨

董
品
」
に
墮
し
た
と
魯
迅
は
批
判
す
る
。

張
勳
の
復
辟
事
件
の
發
生
に
危
機
感
を
抱
き
、
文
學
革
命
よ
り
も
思
想
革
命
に

重
點
を
お
い
た
こ
の
批
判（

３
）は

、
當
時
の
「
復
古
」
流
行
へ
の
魯
迅
の
懸
念
を
背
景

と
し
て
い
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、『
學
衡
』
の
文
體
に
つ
い
て
、
古
文
の
構
文
や

句
法
の
完
全
な
維
持
が
容
易
で
な
く
、
外
來
の
知
識
を
傳
え
る
た
め
に
從
來
な
か

っ
た
表
現
も
作
り
出
さ
ざ
る
を
得
ず
、
實
態
は
雜
種
的
だ
と
い
う
重
要
な
特
徵
が

魯
迅
に
よ
り
朙
示
さ
れ
た
。
一
見
、
魯
迅
は
文
法
上
の
誤
り
を
例
に
そ
の
雜
種
性

に
反
對
し
て
い
る
よ
う
だ
が
、
根
底
に
は
、
古
文
を
基
盤
と
し
た
新
文
體
は
傳
統

に
縛
ら
れ
、
自
然
さ
や
自
由
さ
が
足
り
ず
、
大
衆
に
は
把
握
し
が
た
い
、
だ
か
ら

書
き
言
葉
は
話
し
言
葉
に
限
り
な
く
近
づ
く
べ
き
だ
と
い
う
白
話
文
の
持
つ
民
主

主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
の
影
響
が
あ
る
。
白
話
文
は
「
五
・
四
新
文
化
」（
以
下
、

「
新
文
化
」）
の
重
要
な
思
想
的
武
器
と
し
て
一
つ
の
潮
流
を
形
成
し
た
が
、
一
九

三
〇
年
代
以
降
の
魯
迅
ら
の
成
熟
し
た
白
話
文
は
難
解
で
、
口
語
表
現
か
ら
か
け

離
れ
、
典
故
（
古
典
も
今
典
も
）
の
多
用
な
ど
古
文
の
修
辭
的
な
特
徵
も
數
多
く

取
り
入
れ
、
文
學
革
命
の
初
朞
に
求
め
ら
れ
た
「
言
文
一
致
」
か
ら
は
ほ
ど
遠
い

も
の
と
な
っ
た
。

一
九
二
八
年
、
周
作
人
は
「
口
語
を
基
本
と
し
て
、
歐
化
語
彙
、
古
文
、
方
言

な
ど
の
要
素
を
加
え
、
融
合
し
調
和
さ
せ
、
㊜
切
に
あ
る
い
は
ち
び
ち
び
と
ア
レ

ン
ジ
し
て
、
知
識
と
遊
び
心
の
二
重
の
統
制
が
と
れ
て
こ
そ
、
趣
あ
る
俗
語
文
が



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
七
〇

理
的
な
不
合
理
性
と
現
實
的
な
危
險
性
を
指
摘
、
新
し
い
も
の
ご
と
の
熱
狂
的
流

行
の
廣
が
り
を
批
判
す
る
。
中
で
も
言
語
の
問
題
は
吳
宓
が
最
も
重
要
視
し
た
點

で
あ
り
、
力
を
入
れ
て
考
察
を
行
っ
た
。

こ
の
エ
ッ
セ
イ
が
誕
生
し
た
一
九
二
〇
年
は
、
白
話
文
運
動
・
新
文
化
運
動

の
波
瀾
が
五
四
學
生
運
動
に
重
な
っ
た
翌
年
で
あ
る
。
吳
宓
は
一
九
一
九
年
か

ら
、
中
國
の
動
向
に
對
す
る
危
惧
や
不
滿
を
日
記
に
繰
り
﨤
し
記
し
て
い
た
。
例

え
ば
、
一
九
一
九
年
九
⺼
の
日
記
に
は
、
吳
宓
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
で
の
主
た
る

指
導
敎
員
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・
バ
ビ
ッ
ト
（Irving Babbitt 

一
八
六
五
―
一
九
三
三
）

と
、
英
・
佛
・
日
に
よ
る
分
割
の
危
機
に
瀕
し
た
中
國
を
救
い
出
す
知
識
階
級

（「
士
大
夫
」）
の
責
任
に
つ
い
て
議
論
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
。）

（1
（

三
ヶ
⺼
後
、
吳
宓

は
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
文
學
史
を
例
に
口
語
文
學
が
決
し

て
目
新
し
い
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
中
國
の
國
民
が
新
し
さ

に
と
ら
わ
れ
、
白
話
文
學
を
崇
拜
す
る
の
は
、
知
識
不
足
以
外
の
何
も
の
で
も
な

い
と
述
べ
た
。
吳
宓
は
、
ア
メ
リ
カ
の
文
學
運
動
と
し
て
、
綴
字
改
革
（“ spelling 

reform
”

）
と
エ
イ
ミ
ー
・
ロ
ー
ウ
ェ
ル
（Am

y Low
ell

一
八
七
四
―
一
九
二
五
）

の
自
由
詩
運
動
（“ free verse”

）
を
擧
げ
て
い
る
。）

（1
（

そ
し
て
、“O

ld and N
ew

 
in China”

を
書
く
直
歬
の
一
九
二
〇
年
四
⺼
に
、
吳
宓
は
、
白
話
文
學
、
寫
實

主
義
、
イ
プ
セ
ン
な
ど
を
妖
怪
變
化
（「
牛
鬼
蛇
神
」）
と
呼
び
、
中
國
で
の
こ
れ

ら
の
流
行
は
社
會
の
害
に
な
る
こ
と
、
文
學
の
墮
落
で
あ
る
こ
と
を
嘆
い
た
。）

（1
（

一
九
二
〇
年
十
⺼
十
五
日
か
ら
、
吳
宓
は
二
晝
夜
か
け
て“O

ld and N
ew

 
in China”

を
完
成
し
、The Chinese Students’ M

onthly

（『
留
美
學
生
⺼

報
』）
一
⺼
號
に
揭
載
さ
れ
た
。
そ
の
わ
ず
か
二
ヶ
⺼
後
に
、
吳
宓
は
「
論
新
文

化
運
動
」
を
書
き
、『
留
美
學
生
季
報
』
一
九
二
一
年
春
季
號
に
揭
載
さ
れ
た
。

こ
の
二
つ
の
文
章
は
、
中
國
國
內
の
混
亂
に
危
惧
を
抱
い
た
吳
宓
の
反
發
と
み
な

す
こ
と
が
で
き
る
。
中
國
國
內
と
同
樣
、
ア
メ
リ
カ
で
も
新
文
化
運
動
に
對
す
る

五
四
朞
の
他
の
知
識
人
と
同
質
で
あ
る
。

本
文
は
、
國
民
國
家
の
公
用
語
と
し
て
「
文
言-

官
話
」
に
代
わ
っ
て
「
現
代

白
話
文-

國
語
」
が
定
着
し
て
い
く
歷
史
的
轉
換
朞
に
、
吳
宓
ら
が
提
示
し
た
對

立
的
な
言
語
・
文
體
觀
を
對
象
と
し
て
考
察
を
行
う
。
歐
化
至
上
主
義
に
特
徵
付

け
ら
れ
た
「
新
文
化
」
へ
の
抵
抗
の
試
み
と
し
て
、
吳
宓
を
は
じ
め
と
す
る
『
學

衡
』
同
人
は
、
自
國
の
言
語
的
傳
統
と
そ
れ
に
繫
が
る
過
去
の
世
界
を
保
全
し
つ

つ
西
洋
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
衟
を
選
ん
だ
。
彼
ら
の
試
み
は
西
洋
の

思
想
流
派
の
一
つ
、
新
人
文
主
義
（N

ew
 H

um
anism

）
に
よ
っ
て
正
當
化
さ
れ
、

こ
の
こ
と
は
「
西
洋
」
と
い
う
槪
念
が
內
包
す
る
多
樣
性
を
表
し
、
西
洋
＝
帝
國

主
義
と
い
う
認
識
を
部
分
的
に
修
正
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

『
學
衡
』
の
文
體
意
識
形
成
の
擔
い
手
は
、
吳
宓
が
代
表
的
で
あ
る
（『
學
衡
』

の
一
部
の
作
者
の
文
體
が
吳
宓
の
贊
同
を
得
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
は
留
意
す
べ
き
點

で
あ
る）

（1
（

）。
そ
こ
で
、『
學
衡
』
を
文
體
か
ら
探
る
入
口
と
し
て
、
雜
誌
全
體
の
方

向
性
を
定
め
た
吳
宓
を
對
象
に
選
ぶ
。
吳
宓
の
ア
メ
リ
カ
留
學
經
驗
、
こ
と
に
ハ

ー
バ
ー
ド
大
學
英
語
・
比
較
文
學
專
攻
で
の
學
習
歷
は
、
そ
の
言
語
・
文
體
觀
の

形
成
に
新
人
文
主
義
の
文
脉
を
提
供
し
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
學
で

デ
ュ
ー
イ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
を
學
ん
だ
胡
㊜
と
の
論
爭
の
過
程
で
、「
ア
メ

リ
カ
文
化
」
內
部
の
多
樣
性
が
絡
み
あ
っ
た
對
話
の
可
能
性
を
生
み
出
し
た
。

二
、
國
語
運
動
と
の
戰
い
：

　
　
　
　
歐
米
言
語

化
を
武
器
と
し
て

吳
宓
の
言
語
・
文
體
觀
を
探
る
上
で
、
一
九
二
〇
年
十
⺼
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學

留
學
中
に
書
い
た
英
文
エ
ッ
セ
イ“O

ld and N
ew

 in China

）
（（
（”

が
重
要
な
手

が
か
り
と
な
る
。
吳
宓
は
、
言
語
、
文
學
、
敎
育
の
三
つ
の
分
野
に
お
い
て
、
熟

慮
や
思
考
な
し
に
西
洋
化
へ
の
革
新
を
行
っ
て
い
る
中
國
の
現
狀
が
も
た
ら
す
論



吳
宓
と
「
文
」
の
新
理
想

一
七
一

中
國
人
の
膨
大
な
文
學
の
寶
を
記
錄
し
た
言
語
で
あ
り
、
四
億
人
の
國
民
が
每
日

（
口
頭
で
も
文
字
で
も
）
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
使
っ
て
い
る
以
上
、「
死
ん
で
い

る
言
語
」
で
あ
る
は
ず
が
な
い
、
と
主
張
す
る
。

さ
ら
に
吳
宓
は
、
文
學
革
命
か
ら
生
ま
れ
た
新
し
い
傾
向
、

ち
白
話
が
意
味

す
る
大
衆
の
獲
得
と
民
主
主
義
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
氣
づ
い
て
い
っ
た
。
文
學
革

命
派
に
よ
る
「
中
國
語
は
文
語
的
す
ぎ
る
」、「
貴
族
の
文
學
の
缺
陷
を
補
う
民
衆

の
文
學
を
持
つ
べ
き
だ
」
な
ど
の
主
張
に
對
し
て
、
吳
宓
は
、「
ど
ん
な
高
度
に

發
逹
し
た
言
語
で
も
、
極
め
て
文
學
的
な
表
現
か
ら
ス
ラ
ン
グ
だ
ら
け
の
日
常
の

對
話
ま
で
、
意
味
の
度
合
い
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
を
無
限
に
表
現
で
き
る
能
力

を
持
っ
て
い
る
」）

（1
（

と
主
張
し
、『
聊
齋
志
異
』
と
『
紅
樓
夢
』
を
例
に
、
兩
者
の

文
體
が
優
雅
さ
と
日
常
性
と
の
兩
極
を
包
含
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
吳
宓

か
ら
見
る
と
、
文
學
革
命
派
の
偏
っ
た
主
張
は
、
民
主
的
共
感
と
い
う
蠱
惑
の
力

を
持
ち
（carry w

ith them
 the glam

or of dem
ocratic sym

pathy

）、
聞
く
者

に
非
現
實
的
な
幻
想
を
與
え
る
危
險
が
あ
っ
た
。

“O
ld and N

ew
 in China”

を
書
い
た
時
點
の
吳
宓
の
言
語
觀
を
ま
と
め
て

み
る
と
、
第
一
に
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
中
心
主
義
、
つ
ま
り
、
表
音
文
字

を
基
本
と
し
、
文
法
規
則
が
確
立
し
て
い
る
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
語
文
化
が
他

の
種
類
の
言
語
文
化
よ
り
優
れ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
の
否
定
で
あ
る
。
吳
宓
の

言
語
觀
は
、
中
國
の
漢
字
と
そ
の
言
語
體
系
を
尊
重
し
、
支
持
す
る
こ
と
で
貫
か

れ
て
い
る
。
第
二
に
、
少
數
派
主
導
の
急
進
的
言
語
改
革
へ
の
反
對
。
言
語
の
自

然
で
漸
進
的
な
進
化
を
支
持
す
る
吳
宓
の
姿
勢
が
認
め
ら
れ
る
。
第
三
に
、
吳
宓

の
言
語
觀
に
は
、
言
語
の
純
粹
さ
へ
の
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。
彼
は
言
語
の
雜
種
化

現
象
に
反
對
し
、言
語
は
民
族
の
個
性
と
生
命
力
を
表
す
も
の
で
あ
り
（language 

signifies the individuality and the very life of a nation

）、
一
國
の
言
語
が
失

わ
れ
る
こ
と
は
、
民
族
・
國
家
の
完
全
な
滅
亡
を
意
味
す
る
と
考
え
て
い
る
。
一

留
學
生
の
態
度
は
壓
倒
的
に
贊
成
が
多
數
で
あ
っ
た
た
め
、
二
つ
の
文
章
は
紆
餘

曲
折
を
經
て
よ
う
や
く
揭
載
さ
れ
、
發
表
後
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
激
し
い
批
判

を
受
け
た
。
と
こ
ろ
が
、
當
時
の
中
國
に
深
い
關
心
を
抱
い
て
い
た
バ
ビ
ッ
ト
は
、

“O
ld and N

ew
 in China”

を
讀
ん
で
、
中
國
は
東
西
の
學
者
や
人
文
主
義
者

と
力
を
合
わ
せ
て
時
代
の
俗
弊
を
變
え
る
べ
き
だ
と
考
え
、
吳
宓
の
よ
う
な
中

國
人
留
學
生
に
大
き
な
朞
待
を
寄
せ
た）

（1
（

。“O
ld and N

ew
 in China”

の
言
語
、

文
學
、
敎
育
に
つ
い
て
の
議
論
を
通
じ
て
、
一
國
の
存
續
は
そ
の
國
の
傳
統
と
文

化
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
を
傳
え
よ
う
と
し
て
い
る
吳
宓
は
、
ま
さ
に
バ

ビ
ッ
ト
が
考
え
た
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ン
的
人
文
主
義
者
の
姿
そ
の
も
の
だ
っ
た
の
で

あ
る
。

さ
て
、
言
語
に
關
す
る
吳
宓
の
議
論
は
、
淸
朝
末
朞
に
始
ま
っ
た
切
音
字
運

動
と
そ
れ
に
續
く
國
語
統
一
の
た
め
の
提
案
に
關
わ
る
も
の
で
、
表
意
文
字
（
漢

字
）
の
補
足
代
替
と
し
て
の
表
音
文
字
（
㊟
音
字
母
）
の
使
用
、
小
學
校
の
「
國

文
科
」
か
ら
「
國
語
科
」
へ
の
科
目
再
編
、
敎
科
書
で
の
白
話
文
採
用
、
淸
代
の

共
通
語
「
官
話
」
に
代
わ
る
新
し
い
標
準
語
「
國
語
」
の
制
定
、「
國
語
」
に
お

け
る
英
語
と
中
國
語
の
雜
種
化
（
英
語
直
譯
型
の
語
順
で
竝
べ
る
歐
化
語
法
、
不
必
要

な
語
氣
助
詞
の
多
用
、
三
人
稱
女
性
代
名
詞
を
示
す
「
她
」
な
ど
の
新
し
い
漢
字
、
英
語

の
標
點
符
號
の
全
面
的
採
用
）
と
い
っ
た
現
狀
を
批
判
し
て
い
る
。
吳
宓
の
懸
念
は
、

西
洋
と
の
文
化
融
合
が
進
む
中
で
、
漢
字
を
用
い
た
中
國
の
傳
統
的
な
文
字
・
表

現
體
系
が
完
全
に
消
滅
し
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

吳
宓
に
と
っ
て
、
文
學
革
命
派
の
主
張
で
最
も
警
戒
す
べ
き
部
分
は
、「
口

語
／
俗
語
」
中
國
語
の
提
唱
と
贊
美
に
あ
る
。
吳
宓
は
、「
わ
れ
わ
れ
の
中
國

語
は
死
ん
で
い
る
、
ギ
リ
シ
ャ
語
や
ラ
テ
ン
語
が
死
ん
で
い
る
よ
う
に
（O

ur 
Chinese language is dead, like the G

reek and Latin are dead

）」
と
い
う
文

學
革
命
派
の
主
張
に
異
論
を
唱
え
た
。
吳
宓
は
、
中
國
語
は
何
千
年
に
も
わ
た
る
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七
二

と
し
た
も
の
で
あ
る
。
胡
㊜
は
、「
中
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
國
ご
と
に
地
方

の
口
語
は
あ
る
が
、
文
學
は
な
か
っ
た
。
學
者
た
ち
は
、
ラ
テ
ン
語
で
學
問
を

論
じ
、
挨
拶
を
交
わ
し
た
。
當
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
ラ
テ
ン
語
の
地
位

は
、
我
が
國
に
お
け
る
文
言
の
地
位
に
相
當
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
最
初
に
形
成

さ
れ
た
國
語
は
イ
タ
リ
ア
語
だ
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
は
ロ
ー
マ
帝
國
の
昔
の
都
近
く

だ
っ
た
の
で
、
そ
の
言
語
も
ラ
テ
ン
語
に
最
も
近
く
、
ラ
テ
ン
語
の
「
俗
語
」

（
ヴ
ル
ガ
ー
タ
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
文
學
へ
の
「
俗
語
」
の
取
り
込
み
は
、
ダ

ン
テ
か
ら
始
ま
っ
た
。
…
…
こ
う
し
て
「
俗
語
文
學
」
を
切
り
開
き
、
そ
の
結

果
、
イ
タ
リ
ア
の
文
學
の
國
語
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
新
文
學
を
作
り
上
げ
た
」）

（1
（

、「
こ

の
數
年
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
國
の
國
語
の
歷
史
を
硏
究
し
て
き
た
が
…
…
敎
育
部
の

お
役
人
樣
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
國
語
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。
言
語
學
の
專
門
家
に

よ
っ
て
造
ら
れ
た
國
語
は
一
つ
も
な
か
っ
た
。
文
學
者
が
造
っ
た
も
の
で
な
い
も

の
は
な
か
っ
た
」）

（1
（

な
ど
と
一
九
一
六
年
か
ら
一
九
一
八
年
に
か
け
て
述
べ
、
ル
ネ

サ
ン
ス
朞
に
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
國
語
文
學

が
形
成
さ
れ
た
歷
史
を
た
ど
る
こ
と
で
、
文
言
に
代
わ
る
白
話
を
提
唱
す
る
と
い

う
自
己
の
主
張
の
正
當
性
を
證
朙
し
よ
う
と
し
た
。
こ
う
し
た
胡
㊜
の
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
言
語
の
知
識
は
、
も
っ
ぱ
ら
イ
ギ
リ
ス
の
學
者
エ
デ
ィ
ス
・
シ
シ
ェ
ル
（Edith 

Sichel 

一
八
六
二
―
一
九
一
四
）
が
ル
ネ
サ
ン
ス
を
扱
っ
た
一
般
向
け
の
著
作The 

Renaissance

を
ア
メ
リ
カ
留
學
中
に
讀
ん
で
得
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
胡

㊜
に
よ
る
誤
讀
も
多
い
こ
と
を
硏
究
者
は
す
で
に
指
摘
す
る
。
例
え
ば
、
ダ
ン
テ
、

チ
ョ
ー
サ
ー
、
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
な
ど
は
、
自
民
族
の
言
語
の
地
位
を
高
め

た
だ
け
で
、
胡
㊜
が
主
張
す
る
よ
う
な
「
國
語
」
を
創
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
胡

㊜
は
、
一
つ
の
文
語
の
成
熟
に
お
け
る
無
名
の
集
團
の
役
割
を
抹
殺
す
る
と
と
も

に
、
國
語
と
民
族
語
の
槪
念
を
混
同
し
、
統
一
「
國
語
」
の
形
成
に
あ
た
っ
て
國

家
權
力
に
よ
る
强
制
的
な
推
進
が
あ
っ
た
こ
と
を
隱
蔽
し
、
少
數
の
偉
大
な
文
學

九
二
〇
年
の
吳
宓
の
言
語
觀
は
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
異
文
化
の
中
に
身
を
置
き
、

中
國
文
化
の
獨
自
性
の
喪
失
へ
の
懸
念
を
海
外
か
ら
訴
え
る
點
で
、
言
語
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
の
一
形
態
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

吳
宓
に
よ
る
中
國
語
へ
の
考
察
で
も
う
一
つ
見
迯
せ
な
い
の
は
、
ギ
リ
シ
ャ
語

や
ラ
テ
ン
語
な
ど
の
古
典
語
か
ら
英
語
、
ド
イ
ツ
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
な
ど
の
現
代

語
ま
で
、
歐
米
言
語
の
例
を
數
多
く
參
照
物
と
し
て
擧
げ
て
い
る
點
で
あ
る
。
吳

宓
は
、
英
語
の
方
言
の
複
雜
さ
と
變
化
し
や
す
さ
、
そ
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語

の
多
樣
さ
を
指
摘
し
、
方
言
の
存
在
が
言
語
の
普
遍
的
現
象
で
あ
る
こ
と
を
說
く
。

中
國
語
に
は
文
法
が
な
い
と
い
う
見
方
に
對
し
て
は
、
ド
イ
ツ
語
や
中
世
英
語
の

文
法
書
が
か
な
り
遲
く
登
場
し
た
こ
と
を
擧
げ
、
ど
の
言
語
で
も
、
文
法
書
が
正

式
に
著
さ
れ
る
の
は
、
そ
の
言
語
自
體
の
出
現
よ
り
ず
っ
と
後
だ
と
指
摘
す
る
。

さ
ら
に
中
國
語
の
シ
ス
テ
ム
は
英
語
よ
り
も
論
理
的
で
、

で
、
便
利
だ
と
主

張
し
、「
中
國
の
書
き
言
葉
の
正
書
法
〔
漢
字
〕
は
、
イ
ン
ド
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

ど
の
言
語
に
も
な
い
朙
確
さ
と
永
續
性
を
持
っ
て
い
る
。
中
國
語
の
文
字
は
、
視

覺
と
聽
覺
の
兩
方
に
訴
え
る
も
の
で
あ
り
、
美
的
感
覺
に
優
れ
て
い
る
と
同
時
に
、

意
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
中
國
語
の
語
源
を
硏
究
す
る
こ
と
は
、

最
も
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
」）

（1
（

と
主
張
す
る
。
ま
た
、
歷
史
的
に
も
同
時
代
的
に

も
、
英
語
と
ド
イ
ツ
語
は
、
フ
ラ
ン
ス
語
や
ラ
テ
ン
語
か
ら
多
く
の
科
學
用
語
を

借
り
て
お
り
、
語
彙
の
構
築
は
長
い
時
閒
を
か
け
て
行
わ
れ
る
と
指
摘
し
、
西
洋

の
科
學
・
藝
術
・
文
學
用
語
に
對
應
す
る
語
彙
を
缺
い
た
中
國
語
を
棄
て
よ
う
と

い
う
考
え
に
反
論
し
た
。

こ
う
し
た“O

ld and N
ew

 in China”

の
執
筆
は
、
吳
宓
自
身
が
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
言
語
に
精
通
し
て
い
る
こ
と
を
誇
示
す
る
た
め
で
は
な
く
、
身
に
付
け
た

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
語
に
關
す
る
知
識
を
利
用
し
て
、
白
話
文
運
動
の
旗
手
で
あ
る
胡

㊜
が
構
築
し
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
國
語
の
歷
史
」
の
誤
っ
た
物
語
に
對
抗
し
よ
う



吳
宓
と
「
文
」
の
新
理
想

一
七
三

世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
古
典
敎
育
が
、
モ
ダ
ニ
ズ
ム
な
ど
の
新
し
い
潮

流
の
影
響
を
受
け
て
苦
境
に
あ
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
彼
の
主
張
は
、

吳
宓
の
言
語
觀
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。

“N
ot yet the new

”

、“School”

、“The D
ark Ages”

な
ど
の
エ
ッ
セ
イ

の
中
で
、
グ
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト
は
、
な
ぜ
十
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
ア
メ

リ
カ
に
お
い
て
古
典
語
が
次
第
に
輕
ん
じ
ら
れ
た
の
か
、
と
い
う
共
通
の
命
題
を

揭
げ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
近
代
主
義
者
の
一
連
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
、
つ
ら
い

自
覺
的
努
力
が
な
く
て
も
知
識
は
獲
得
で
き
る
、
と
い
う
誤
っ
た
假
定
に
基
づ
い

て
い
る
」）

11
（

。
こ
の
近
代
主
義
者
の
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
は
、
高
校
か
ら
大
學
ま
で
の
古

典
敎
育
を
冷
遇
し
忌
避
す
る
と
い
う
深
刻
な
結
果
を
招
い
た
。
グ
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト

は
、
敎
育
者
に
よ
る
ギ
リ
シ
ャ
語
や
ラ
テ
ン
語
敎
育
の
放
棄
は
、
人
閒
の
動
物
性
、

「
怠
惰
」
へ
の
服
從
で
あ
り
、
實
用
性
を
追
求
し
た
結
果
で
も
あ
る
と
も
考
え
た
。

近
代
主
義
理
論
の
大
き
な
危
險
性
は
、
人
閒
の
生
來
の
怠
惰
と
一
致
し
て
い

る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
敎
育
學
の
惡
魔
た
ち
が
、
ラ
テ
ン
語
や
ギ
リ
シ
ャ
語
や

數
學
は
難
し
く
て
面
白
く
な
い
だ
け
で
な
く
、
役
に
立
た
な
い
も
の
だ
と
、

世
閒
に
吹
聽
し
て
い
る
と
き
、
子
供
た
ち
が
、
あ
る
い
は
親
で
さ
え
、
こ
ん

な
時
代
遲
れ
の
學
習
を
や
め
て
、
㊒
益
で
樂
し
い
と
な
ん
と
な
く
想
像
さ
れ

る
最
新
の
學
習
に
置
き
替
え
る
よ
う
要
求
す
る
こ
と
を
非
難
し
た
り
で
き
よ

う
か
。）

11
（

バ
ビ
ッ
ト
も
同
樣
に
、
淺
薄
な
近
代
主
義
は
、
多
く
の
人
々
を
古
典
の
硏
究
か

ら
完
全
に
遠
ざ
け
、
古
典
を
學
ぶ
人
々
に
さ
え
、
入
門
段
階
の
困
難
を
克
服
す
る

た
め
に
必
要
な
信
念
と
熱
意
を
失
わ
せ
る
傾
向
が
あ
る
と
考
え
た
。
そ
し
て
、
古

典
硏
究
か
ら
得
ら
れ
る
最
大
の
利
益
の
一
つ
は
、
十
年
ご
と
に
歬
の
十
年
よ
り
進

步
し
て
い
る
と
い
う
本
能
的
な
確
信
を
持
っ
た
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
る
、
現
在
へ
の

過
度
の
傾
倒
と
隸
屬
の
危
險
か
ら
解
放
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
バ
ビ
ッ
ト
は
古
典

者
の
功
績
を
過
大
に
評
價
し
て
い
る
の
で
あ
る
。）

11
（

 
“O

ld and N
ew

 in China”

は
、
ま
さ
に
胡
㊜
の
上
記
の
見
解
へ
の
反
論
を

試
み
た
も
の
で
あ
る
。
吳
宓
は
ラ
テ
ン
語
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
現
代
語
の
閒
で
の
語
彙

の
繼
承
關
係
を
强
調
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
言
語
が
互
い
に
混
ざ
り
合
い
徐
々
に
進

化
し
て
き
た
歷
史
を
示
す
こ
と
で
、
一
人
や
二
人
の
改
革
者
が
急
進
的
に
言
語
を

變
え
よ
う
と
す
る
企
て
に
反
對
し
、
言
語
は
大
衆
が
使
う
こ
と
で
自
然
に
變
容
す

る
も
の
だ
と
主
張
し
た
。
ま
た
、
吳
宓
は
、
胡
㊜
が
意
圖
的
に
隱
し
て
い
る
、
言

語
統
一
に
お
け
る
國
家
の
役
割
を
指
摘
し
、
改
革
派
が
じ
つ
は
國
家
と
共
謀
關
係

に
陷
っ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
古
典
語
と
現
代
語
の
連
續
性
を
重
視
す
る
こ
と
は
、
古
典
文
朙
や
精

神
性
の
尊
重
と
結
び
つ
い
て
い
る
。
そ
れ
は
吳
宓
が
ア
メ
リ
カ
で
受
け
た
新
人
文

主
義
の
影
響
、
バ
ビ
ッ
ト
の
他
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
の
も
う
一
人
の
師
、
Ｃ
・

H

・
グ
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ド
（Charles H

all G
randgent 

一
八
六
二
―
一
九
三
九
）
と
緊

密
に
關
係
し
て
い
る
。

三
、
ア
メ
リ
カ
新
人

主
義
者
の
示
唆

一
九
二
二
年
か
ら
一
九
二
五
年
に
か
け
て
、
吳
宓
は
グ
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト
の
エ
ッ

セ
イ
集O

ld and N
ew

: Sundry Papers

）
1（
（

か
ら
數
篇
を
選
擇
し
、
飜
譯
し
た
。

タ
イ
ト
ル
の
類
似
か
ら
も
、“O

ld and N
ew

 in China”

執
筆
の
も
う
一
つ
の

契
機
で
あ
っ
た
こ
と
は
朙
ら
か
で
あ
る
。
グ
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
學

の
ロ
マ
ン
ス
文
獻
學
者
で
、
俗
ラ
テ
ン
語
や
ダ
ン
テ
硏
究
で
知
ら
れ
る
。
吳
宓
は

在
學
中
に
、
グ
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト
の
「
フ
ラ
ン
ス
文
學
槪
觀
」（G

eneral View
 of 

French Literature

）
を
受
講
し
、
ま
た
彼
が
フ
ァ
イ
・
ベ
ー
タ
・
カ
ッ
パ
の
年

會
で
詩
を
朗
讀
す
る
の
を
聞
き
、
そ
の
內
容
の
莊
嚴
さ
と
表
現
の
切
實
さ
を
高
く

評
價
し
た
。）

11
（

グ
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト
は
そ
の
エ
ッ
セ
イ
集
で
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
〇



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
七
四

な
ど
を
扱
っ
て
い
る
。（
ダ
ン
テ
は
、）
イ
タ
リ
ア
各
地
の
方
言
は
使
用
に
㊜
さ
ず
、

た
だ
ひ
と
つ
「
理
想
の
イ
タ
リ
ア
語
」
だ
け
が
、
他
の
ど
の
方
言
と
も
異
な
り
、

最
も
廣
く
通
用
し
う
る
も
の
で
あ
り
、
文
學
の
創
作
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

と
結
論
づ
け
た
」）

11
（

と
い
う
一
段
の
直
後
に
、
吳
宓
は
次
の
コ
メ
ン
ト
を
付
け
加
え

る
。

こ
れ
（「
理
想
の
イ
タ
リ
ア
語
」
を
指
す
）
は
、
實
は
現
在
の
わ
が
國
の
文
言
に

相
當
し
、
ラ
テ
ン
語
は
篆
書
と
隸
書
に
相
當
す
る
。
今
日
提
唱
さ
れ
て
い
る

白
話
は
、
地
方
の
方
言
に
近
い
。
ダ
ン
テ
の
著
作
に
は
雅
俗
の
區
別
が
あ
り
、

優
雅
な
言
葉
を
使
っ
て
文
學
を
創
作
す
る
こ
と
を
主
張
す
る
。
實
際
、
優
雅

な
言
葉
は
わ
が
國
の
文
言
で
あ
る
。
今
、
わ
が
國
で
白
話
を
推
進
す
る
人
た

ち
は
、
必
ず
ダ
ン
テ
の
こ
の
著
作
を
先
例
と
し
て
擧
げ
る
が
、
狀
況
が
違
う

こ
と
、
對
應
關
係
に
閒
違
い
が
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
ダ

ン
テ
が
こ
こ
に
い
た
ら
、
文
言
を
共
通
の
文
章
語
と
し
て
中
國
人
に
勸
め
る

は
ず
だ
。）

11
（

篆
書
・
隸
書
の
比
喩
の
妥
當
性
は
と
も
か
く
、
グ
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト
論
文
の
紹
介

を
通
じ
て
、
吳
宓
は
、
ダ
ン
テ
が
言
語
の
中
で
雅
俗
を
區
別
し
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
優
雅
な
言
葉
を
文
學
創
作
の
衟
具
と
し
て
選
擇
し
て
い
る
こ
と
を
朙
ら
か
に

し
、
胡
㊜
が
排
他
的
に
白
話
を
唱
え
た
主
張
に
反
論
し
て
い
た
。
吳
宓
に
と
っ
て
、

グ
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト
と
バ
ビ
ッ
ト
と
い
う
ア
メ
リ
カ
で
の
敎
育
に
よ
り
獲
得
し
た
文

化
㊮
源
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
古
典
語
の
文
化
的
價
値
の
よ
り
廣
い
文
脉
で
の
認
識
と

尊
重
と
い
う
點
で
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
の
よ
り
「
正
し
い
」
知
識
と
い
う
點
で

も
、
胡
㊜
に
立
ち
向
か
う
た
め
の
武
器
と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
硏
究
者
は
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
に
か
け
て
、
ド
イ

ツ
の
文
獻
學
（philology

）
に
代
わ
っ
て
勢
い
を
增
し
た
言
語
學
（linguistics

）

は
、
言
語
と
文
字
の
二
分
法
を
確
立
し
、
か
つ
西
洋
の
形
而
上
學
的
傳
統

硏
究
の
價
値
を
說
い
た
。）

11
（

だ
か
ら
こ
そ
、
古
典
を
現
代
か
ら
隔
絕
さ
れ
た
存
在
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、

古
典
が
現
代
と
關
連
し
て
い
る
多
樣
な
衟
筋
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
で
、
現
代
人

は
古
典
に
近
づ
け
る
の
で
あ
る
。
古
典
敎
師
の
重
要
な
役
割
の
一
つ
は
、
ギ
リ
シ

ャ
・
ロ
ー
マ
の
世
界
と
現
代
の
世
界
と
の
閒
に
あ
る
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
で

あ
ろ
う
、
と
バ
ビ
ッ
ト
は
言
う
。）

11
（

こ
の
よ
う
に
、
文
化
的
エ
リ
ー
ト
の
立
場
か
ら

一
般
大
衆
を
ほ
と
ん
ど
無
視
し
た
姿
勢
で
、
人
閒
の
動
物
性
に
存
在
す
る
怠
惰
を

蔑
視
し
、
古
典
を
文
朙
の
最
高
峰
、
現
代
社
會
の
良
藥
と
み
な
す
特
徵
は
、
吳
宓

の
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
、
そ
し
て
中
國
の
古
文
に
對
す
る
見
方
に
も
認
め
ら

れ
る
。
上
記
グ
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト
の
論
述
（“

近
代
主
義
理
論
の
…”

）
を
讀
ん
だ
吳
宓

は
次
の
よ
う
に
感
想
を
述
べ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
わ
が
國
で
四
書
五
經
が
讀
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
例
え
ら
れ
る
。

た
だ
英
米
人
に
と
っ
て
ギ
リ
シ
ャ
語
や
ラ
テ
ン
語
は
な
お
異
國
の
古
語
で
あ

る
。
わ
が
國
の
『
論
語
』『
孟
子
』『
大
學
』『
中
庸
』
は
、
何
の
難
し
い
こ

と
が
あ
ろ
う
か
。
ギ
リ
シ
ャ
語
、
ラ
テ
ン
語
も
四
書
五
經
も
人
類
の
最
高
の

英
知
を
集
め
、
人
た
る
衟
を
人
閒
に
敎
え
て
お
り
、
社
會
統
治
の
基
礎
と
し

て
文
朙
社
會
は
そ
こ
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
敎
え
方
を
改
善
す
べ

き
だ
と
い
う
の
は
別
の
問
題
で
、
從
來
の
敎
え
方
が
よ
く
な
い
か
ら
と
い
う

理
由
で
古
典
を
捨
て
て
は
い
け
な
い
。）

11
（

一
九
二
五
年
、
吳
宓
は
、
グ
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト
の“Introduction to D

ante’s 
La D

ivina Com
m

edia

）
11
（”

を
「
但
丁
神
曲
通
論
」
と
題
し
て
飜
譯
し
、
ダ
ン
テ

の
言
語
觀
の
紹
介
の
中
で
、
胡
㊜
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言
語
論
に
對
し
て
、
よ
り
朙
確

な
反
論
を
行
っ
た
。
グ
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト
（
吳
宓
譯
）
の
、
ダ
ン
テ
の
「『
俗
語
論
』

も
ラ
テ
ン
語
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
り
、
未
完
成
で
は
あ
る
が
、
言
語
の
機
能
と

流
派
、
文
學
創
作
に
お
け
る
現
代
語
の
㊒
效
性
、
イ
タ
リ
ア
の
諸
方
言
の
優
劣



吳
宓
と
「
文
」
の
新
理
想

一
七
五

か
る
。
商
偉
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
胡
㊜
は
文
言
と
白
話
の
對
立
を
强
調
す
る
一

方
で
標
準
語
と
方
言
の
對
立
を
隱
蔽
し
て
お
り
、
彼
が
唱
え
た
「
白
話
」
は
眞

の
口
語
で
は
な
く
、「
單
に
帝
國
內
の
二
種
類
の
中
國
語
の
文
章
語
の
共
存
を
崩

し
、vernacular

の
名
義
で
文
言
を
白
話
文
に
置
き
換
え
た
だ
け
で
あ
る
。」）

11
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結

局
、
白
話
が
方
言
の
地
位
を
保
障
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

吳
宓
が
直
面
し
て
い
た
の
は
、
國
民
國
家
形
成
の
過
程
に
あ
る
新
し
い
中
國
で

あ
っ
た
。
そ
れ
に
付
隨
し
て
、
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
力
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
、
統

制
的
で
浸
透
力
の
あ
る
國
家
レ
ベ
ル
の
言
語
政
策
と
も
向
き
合
わ
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
。
吳
宓
の
言
語
觀
が
そ
の
時
代
と
相
容
れ
な
い
最
大
の
理
由
は
、
ま
さ
に
こ

こ
に
起
因
す
る
。
過
去
の
大
淸
帝
國
の
比
較
的
緩
や
か
だ
が
あ
る
程
度
統
一
さ
れ

た
言
語
狀
態
に
滿
足
し
て
い
た
彼
は
、
近
代
に
お
け
る
個
人
主
義
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
の
兩
方
の
臺
頭
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
、
一
方
で
は
個
性
と
多
樣
性
の
追
求
、

一
方
で
は
言
語
を
含
む
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
け
る
國
民
國
家
支
配
、
そ
の
兩
面
に
違

和
感
を
抱
い
て
い
た
の
だ
。

こ
れ
は
、
當
時
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
國
民
國
家
と
し
て
の
中
華
民
國
で
は
な

く
、
漢
民
族
を
中
心
に
形
成
さ
れ
た
中
華
民
族
に
吳
宓
が
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

抱
い
て
い
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。
吳
宓
が
中
國
固
㊒
の
言
語
體
系
に
こ
だ
わ

っ
た
よ
り
重
要
な
側
面
は
、
西
洋
に
追
い
つ
く
た
め
、
あ
る
い
は
西
洋
に
な
る
た

め
に
中
國
は
言
語
を
改
革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
言
語
と

文
字
が
持
つ
民
族
的
特
性
を
消
し
去
っ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
に
あ

る
。
國
家
の
存
續
と
文
化
の
存
續
は
一
體
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
言
語
の
西
洋
化

と
は
民
族
の
特
性
を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ
る
。

十
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
の
ア
メ
リ
カ
で
の
言
語
に
關
す
る
支
配
的
な

考
え
方
は
、
口
語
を
文
章
語
よ
り
上
位
に
置
い
て
い
た
。
口
語
の
柔
軟
性
は
、
ア

メ
リ
カ
の
進
步
主
義
時
代
に
お
け
る
變
革
の
探
求
に
合
致
し
て
い
た
。
言
語
を

で
あ
る
ロ
ゴ
セ
ン
ト
リ
ズ
ム
の
影
響
の
も
と
、
音
聲
中
心
の
ア
プ
ロ
ー
チ

（phonocentrism

）、
す
な
わ
ち
文
字
に
對
す
る
音
聲
の
優
位
を
强
調
す
る
思
考

樣
式
を
廣
め
た
と
指
摘
し
て
い
る
。）

1（
（

こ
の
思
考
樣
式
は
、
淸
朝
末
朞
、
特
に
一
八

九
五
年
の
日
淸
戰
爭
敗
戰
後
、
漢
字
の
難
し
さ
に
よ
る
中
國
の
低
い
識
字
率
を
改

善
す
る
た
め
に
、
西
洋
の
ロ
ー
マ
字
や
日
本
語
の
假
名
を
模
倣
す
る
音
聲
記
號
を

作
ろ
う
と
し
た
試
み
と
合
流
し
、
一
九
一
〇
年
代
以
降
の
中
國
に
お
け
る
言
語
改

革
運
動
を
支
配
し
て
い
る
。
そ
の
中
、
最
も
急
進
的
だ
っ
た
の
は
、
漢
字
を
廢
止

し
、
ロ
ー
マ
字
に
置
き
換
え
る
主
張
で
あ
る
。

吳
宓
の
言
語
觀
の
核
心
は
、
上
記
の
よ
う
な
音
聲
中
心
の
言
語
・
文
字
觀
へ
の

反
發
で
あ
っ
た
。
一
九
二
一
年
、
エ
ッ
セ
イ
「
再
論
新
文
化
運
動
―
答
邱
昌
渭

君
」
で
、
中
國
の
言
語
・
文
字
體
系
は
、
紙
に
書
く
文
字
（
書
き
言
葉
）
を
主
と
し
、

口
に
出
す
言
語
（
話
し
言
葉
）
を
補
助
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
徵
付

け
ら
れ
る）

11
（

と
吳
宓
は
主
張
す
る
。
文
字
に
は
安
定
性
が
あ
り
、
定
着
す
れ
ば
全
國

で
通
用
す
る
の
に
對
し
、
音
聲
そ
の
も
の
は
變
化
し
や
す
く
、
地
域
ご
と
に
ば
ら

つ
き
が
あ
る
と
い
う
。
吳
宓
は
、
文
字
よ
り
も
音
聲
に
重
き
を
置
く
白
話
文
運
動

な
ど
の
急
進
的
な
改
革
者
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
中
國
で
統
一
さ
れ
て

き
た
標
準
語
、
す
な
わ
ち
「
文
言
」
と
「
官
話
」
を
廢
止
し
、
多
樣
な
方
言
や
俗

語
を
提
唱
す
れ
ば
、
甚
だ
し
い
混
亂
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
と
考
え
た
。
多

樣
性
と
個
性
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
書
き
言
葉
を
捨
て
、
話
し
言
葉
を
優
先
し
、
地

方
の
發
音
や
俗
語
の
使
用
を
許
容
す
る
「
白
話
文
運
動
」
の
や
り
方
は
、
各
地
を

統
合
す
る
た
め
に
國
語
を
統
一
す
る
と
い
う
目
的
と
矛
盾
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
し

か
し
、
一
九
二
〇
年
代
の
白
話
文
の
實
際
の
展
開
を
見
る
と
、
吳
宓
が
批
判
し
た

白
話
文
運
動
に
存
在
す
る
地
方
性
、
民
衆
主
義
、
個
性
を
推
し
進
め
よ
う
と
す
る

主
張
は
、
大
き
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
な
く
、
む
し
ろ
北
京
政
府
と
手
を
組
ん
で

國
家
統
一
の
た
め
の
新
し
い
標
準
語
を
確
立
す
る
役
割
を
擔
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
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語
の
進
化
と
豐
か
さ
を
肯
定
し
て
い
る
。
中
國
語
の
純
粹
性
だ
け
に
こ
だ
わ
る
の

は
、
自
民
族
の
特
性
が
喪
失
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
吳
宓
の
思
い
込
み
や

不
安
感
に
よ
る
も
の
だ
ろ
う
。

四
、「
典
雅
」
の
創
出
：
飜
譯
か
ら
の
考
察

以
上
、
二
〇
世
紀
初
頭
に
お
け
る
中
國
と
歐
米
の
言
語
思
想
の
文
脉
の
中
で
、

吳
宓
の
言
語
・
文
體
觀
を
確
認
し
て
き
た
。
吳
宓
は
、
一
國
の
言
語
の
傳
統
を
保

存
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
强
調
し
、
文
言
で
書
か
れ
た
作
品
を
中
國
文
化
の
粹
と

み
な
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
吳
宓
は
、
胡
㊜
ら
の
文
章
語
に
對
す
る
あ
ま
り
に

も
口
語
的
、
通
俗
的
な
考
え
方
は
偏
り
過
ぎ
で
あ
る
と
主
張
し
、
當
時
國
內
で

流
行
し
た
白
話
文
運
動
を
激
し
く
批
判
し
た
。
し
か
し
、
彼
は
白
話
文
の
使
用

を
悉
く
拒
否
す
る
の
で
は
な
く
、
用
途
・
機
能
の
面
で
文
言
と
白
話
を
區
別
し

て
い
た
の
だ
。
一
九
二
二
年
、
吳
宓
は
サ
ッ
カ
レ
ー
（W

illiam
 M

akepeace 
Thackeray

）『
ニ
ュ
ー
カ
ム
家
の
人
々
』
を
白
話
に
飜
譯
す
る
こ
と
に
着
手
し
、

そ
の
『
鈕
康
氏
家
傳
』
譯
者
㊟
で
次
の
二
點
を
述
べ
る
。

飜
譯
の
魂
は
妥
協
で
あ
る
と
、
か
つ
て
イ
ギ
リ
ス
の
飜
譯
の
大
家
ジ
ョ
ウ
エ

ッ
ト
（Benjam

in Jow
ett 

一
八
一
七
―
一
八
九
三
、
筆
者
㊟
）
が
言
っ
た
。
つ

ま
り
、
原
文
の
意
味
に
忠
實
で
あ
り
、
同
時
に
目
標
言
語
の
規
則
に
も
則
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
飜
譯
さ
れ
た
と
は
知
ら
ず
に
讀

ん
で
し
ま
う
よ
う
な
、
朙
瞭
で
自
然
な
も
の
が
良
い
。
す
な
わ
ち
、
嚴
復
の

い
わ
ゆ
る
「
信
、
逹
、
雅
」
の
こ
と
で
あ
る
。）

11
（

今
日
の
人
々
が
爭
っ
て
口
語
體
を
尊
び
、
文
言
を
驅
逐
し
よ
う
と
す
る
こ
と

は
、
ど
う
も
閒
違
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
、
文
言
で
あ
れ
、

白
話
で
あ
れ
、
文
を
な
す
精
神
と
文
を
な
す
規
則
を
持
つ
べ
き
で
、
洗
練
と

陶
冶
の
工
夫
に
よ
っ
て
、

で
朙
瞭
な
域
に
逹
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な

形
成
す
る
主
體
は
、
も
は
や
文
學
者
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
衆
に
開
か
れ
て
い
た
。

當
時
、
死
語
と
さ
れ
て
い
た
ラ
テ
ン
語
と
違
い
、
英
語
は
既
成
の
も
の
で
は
な

く
、
今
ま
さ
に
作
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
（the English language is not m

ade; it 
is a-m

aking now

）
11
（

）
と
み
な
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
英
語
が
ラ
テ
ン
語
に
代
わ
っ
て

世
界
語
（W

orld-language

）
に
な
る
と
い
う
考
え
方
も
廣
ま
っ
て
い
た
。）

11
（

ま
た
、

效
率
性
と
實
用
性
の
見
地
か
ら
、
綴
字

易
化
委
員
會
（Sim

plified Spelling 
Board

）
の
設
立
な
ど
の
動
き
も
出
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
言
語
觀
は
、
實
用
主

義
や
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
に
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
英
語
を
唯
一
の
支
配

言
語
と
す
る
政
策
や
、
音
聲
中
心
主
義
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た

考
え
方
は
、
當
時
ア
メ
リ
カ
に
留
學
し
て
い
た
中
國
人
留
學
生
に
も
か
な
り
の
影

響
を
與
え
た
。
し
か
し
、
吳
宓
は
そ
れ
と
は
異
な
る
、
新
人
文
主
義
と
い
う
ア
メ

リ
カ
思
想
の
影
響
を
受
け
て
い
た
。
新
人
文
主
義
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
決
し
て
ア
メ

リ
カ
の
民
族
性
に
と
ど
ま
ら
ず
、
ま
た
ア
ン
グ
ロ
・
ア
メ
リ
カ
ン
の
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
テ
ィ
ズ
ム
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
地
理
的
に
も
時
閒
的
に
も
、
よ
り

廣
範
圍
な
西
洋
文
朙
の
世
界
、
さ
ら
に
は
東
洋
文
朙
の
世
界
も
包
含
し
て
い
た
。

同
時
に
、
新
人
文
主
義
者
た
ち
は
、
文
化
的
エ
リ
ー
ト
の
立
場
か
ら
英
語
の
低
俗

化
に
反
對
し
、
し
た
が
っ
て
、
口
語
を
文
章
語
よ
り
上
位
に
置
く
見
方
に
も
反
對

し
た
。
何
よ
り
、
古
典
語
を
重
視
し
て
い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
こ
れ
ら

は
す
べ
て
、
吳
宓
が
中
國
語
の
價
値
を
肯
定
し
、
音
聲
中
心
主
義
や
英
語
至
上
主

義
か
ら
脫
却
す
る
た
め
に
役
立
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
㊮
源
で
あ
る
。

ま
た
、
吳
宓
が
中
國
語
（
漢
語
）
を
中
華
民
族
（
漢
民
族
）
の
存
亡
を
左
右
す

る
民
族
的
本
質
と
捉
え
、
中
國
の
言
語
體
系
へ
の
他
言
語
體
系
（
句
讀
法
も
含
む
）、

特
に
英
語
の
侵
入
を
拒
み
、
言
語
の
混
交
に
抵
抗
を
示
す
の
と
は
對
照
的
に
、
西

洋
內
部
の
言
語
文
化
に
對
し
て
は
多
元
性
を
許
容
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
國
の
言
語

閒
の
自
由
な
混
ざ
り
合
い
や
交
流
を
認
め
、
そ
の
結
果
と
し
て
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
言



吳
宓
と
「
文
」
の
新
理
想

一
七
七

い
。
槪
し
て
、
文
言
な
ら
、
ま
ず
朙
瞭
な
表
現
を
追
求
し
、
難
し
い
言
葉
の

羅
列
を
避
け
る
べ
き
だ
。
白
話
な
ら
、
ま
ず
む
だ
の
な
い
洗
練
を
追
求
し
、

冗
長
で
低
俗
に
な
ら
な
い
よ
う
に
す
べ
き
だ
。
文
言
と
白
話
、
そ
れ
ぞ
れ
に

用
途
が
あ
り
、
本
來
は
共
存
で
き
る
。）

11
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吳
宓
の
文
體
觀
の
形
成
に
は
、
飜
譯
實
踐
が
極
め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
。
つ
ま
り
、
吳
宓
の
文
體
觀
は
、
既
存
の
中
國
語
で
西
洋
の
思
想
を
完
璧
に

表
現
で
き
る
の
か
、
西
洋
の
思
想
や
文
學
は
ど
の
よ
う
な
文
體
で
表
現
さ
れ
る
べ

き
か
と
い
う
命
題
へ
の
應
答
で
あ
る
（「
私
は
何
度
も
言
う
が
、
今
日
の
わ
が
國
の
文

學
に
お
い
て
最
も
急
務
な
の
は
、
新
し
い
文
體
の
創
造
で
あ
り
、
西
洋
の
思
想
を
で
き
る

だ
け
既
存
の
文
字
で
表
現
す
る
こ
と
で
あ
る
」

）
11
（

）。
早
く
も
一
九
一
五
年
か
ら
一
九
一
六

年
に
か
け
て
書
か
れ
た
吳
宓
の
隨
筆
の
中
で
、
飜
譯
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
考
察

が
な
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
兩
言
語
で
よ
く
使
わ
れ
る
慣
用
句
（「
成
語
」）
を
じ
っ
く
り
考
察
し
、

廣
く
覺
え
て
、
同
義
の
も
の
を

座
に
譯
せ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
そ

う
す
れ
ば
、
ど
こ
で
も
㊜
切
な
表
現
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
英
語
の
あ
る
文

を
「
險
象
環
生
」
と
譯
せ
る
場
合
、「
危
險
は
四
方
か
ら
發
生
し
て
い
る
」

と
〔
白
話
で
〕
譯
し
、
こ
の
譯
が
文
脉
を
う
ま
く
捉
え
て
い
る
と
自
畫
自
贊

し
て
は
い
け
な
い
。）

11
（

　

し
た
が
っ
て
、
一
九
一
九
年
に
吳
宓
が
プ
ラ
ト
ン
の
『
國
家
』（
英
語
版
）
を
文

言
に
飜
譯
し
た
際
に
は
、
以
下
の
よ
う
な
文
體
を
用
い
て
い
た
。

君
子
生
當
率
獸
⻝
人
之
世
，
固
不
同
流
合
污
，
偕
眾
爲
惡
，
而
亦
難
憑
只
手
，

挽
既
倒
之
狂
瀾
。
自
知
生
無
裨
於
國
，
無
濟
於
友
，
而
率
爾
一
死
，
則
又
輕

如
鴻
毛
，
人
我
兩
無
所
益
。
故
惟
淡
泊
寧
靜
，
以
義
命
自
安
，
孤
行
獨
徃
。）

11
（

Such an one m
ay be com

pared to a m
an w

ho has fallen 
am

ong w
ild beasts—

he w
ill not join in the w

ickedness of his 

fellow
s, but neither is he able singly to resist all their fierce 

natures, and therefore seeing that he w
ould be of no use 

to the State or to his friends, and reflecting that he w
ould 

have to throw
 aw

ay his life w
ithout doing any good either 

to him
self or others, he holds his peace, and goes his ow

n 
w

ay

）
1（
（. 

「
率
獸
⻝
人
」
は
孟
子
が
梁
の
惠
王
に
惡
政
を
說
い
た
際
の
「
庖
に
肥
肉
あ
り
、

廄
に
肥
馬
あ
り
、
民
に
飢
色
あ
り
、
野
に
餓
莩
あ
り
、
此
れ
獸
を
率
い
て
人
を
⻝

ま
し
む
る
な
り
」）

11
（

に
據
る
。「
同
流
合
污
」
と
は
『
孟
子
』「
盡
心
下
」
で
君
子
の

反
對
で
あ
る
德
の
な
い
鄕
原
を
形
容
す
る
言
葉）

11
（

で
あ
る
。「
挽
既
倒
之
狂
瀾
」
の

出
典
は
韓
愈
の
「
進
學
解
」
で
、
學
生
の
言
葉
を
借
り
て
、
儒
者
と
し
て
の
韓
愈

自
身
が
異
端
の
佛
・
老
を
お
し
の
け
た
こ
と
を
「
百
川
を
障
え
て
此
れ
を
東
せ

し
め
、
狂
瀾
を
既
に
倒
れ
た
る
に
廻
ら
す
」）

11
（

と
言
っ
て
い
る
。「
輕
如
鴻
毛
」
と

「
淡
泊
寧
靜
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
司
馬
遷
の
「
報
任
少
卿
書
」）

11
（

と
君
王
が
持
つ
べ
き

德
目
を
論
議
す
る
『
淮
南
子
』「
主
術
訓）

11
（

」
を
出
典
と
す
る
。

「
生
當
率
獸
⻝
人
之
世
」
と
い
う
表
現
は
、
原
文
のfallen am

ong w
ild 

beasts

と
完
全
に
同
義
で
は
な
い
。「
挽
既
倒
之
狂
瀾
」「
輕
如
鴻
毛
」「
以
義
命

自
安
」
な
ど
の
表
現
は
、
原
文
に
は
な
く
、
吳
宓
が
譯
文
に
手
を
加
え
た
も
の
で

あ
る
。
譯
文
は
原
文
の
構
文
と
異
な
り
、
ほ
と
ん
ど
が
四
字
句
や
對
句
の
形
に
改

め
て
リ
ズ
ム
を
生
み
出
し
、
一
文
一
文
に
古
典
の
語
句
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
こ

れ
ら
は
す
べ
て
、
吳
宓
が
譯
文
を
洗
練
さ
せ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。

プ
ラ
ト
ン
の『
國
家
』で
は
、こ
こ
で
ソ
ク
ラ
テ
ス
と
ア
デ
マ
ン
ト
ス（Adeim

antus 
of Collytus 

紀
元
歬
四
三
二
―
紀
元
歬
三
八
二
）
は
眞
の
哲
人
の
あ
り
方
（the 

w
orthy disciples of philosophy

）
を
論
じ
て
い
る
が
、
吳
宓
は
譯
文
で
中
國
古

典
を
疊
み
か
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
儒
敎
經
典
に
お
け
る
理
想
の
君
子
像
へ
と
變



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
七
八

容
さ
せ
た
。
吳
宓
の
初
朞
の
飜
譯
理
念
が
、
目
標
言
語
の
流
暢
さ
や
自
然
さ
、
目

標
言
語
の
文
化
的
文
脉
に
よ
り
重
き
を
置
い
て
い
た
と
す
れ
ば
、
吳
宓
の
『
國

家
』
譯
は
、
彼
の
初
朞
の
飜
譯
理
念
の
最
も
典
型
的
な
例
と
言
え
る
。

し
か
し
、
一
九
二
二
年
に
吳
宓
が
『
ニ
ュ
ー
カ
ム
家
の
人
々
』
を
飜
譯
し
た
際

に
は
、
目
標
言
語
の
流
暢
さ
（「
逹
」）
を
保
っ
た
上
で
原
文
の
忠
實
（「
信
」）
に

も
力
を
入
れ
た
（「
こ
の
譯
文
は
原
文
の
言
葉
の
意
味
に
忠
實
で
あ
る
こ
と
を
求
め
、
絕

對
に
必
要
で
な
い
限
り
一
字
も
加
え
た
り
引
い
た
り
し
な
い
」）。『
ニ
ュ
ー
カ
ム
家
の

人
々
』
の
譯
文
に
お
い
て
、
吳
宓
は
、
中
國
文
學
に
馴
染
ん
だ
表
現
（「
且
說
」

「
虬
髯
公
」）
を
少
數
し
か
使
わ
ず
、
英
語
の
俗
謠
を
中
國
の
詩
型
の
七
言
詩
に
譯

す
こ
と
だ
け
で
目
標
言
語
に
近
づ
く
目
的
を
果
た
そ
う
と
企
て
る
。
こ
れ
は
當
然
、

吳
宓
が
白
話
を
そ
の
目
標
言
語
と
し
て
い
る
こ
と
と
關
係
し
て
い
る
。
譯
文
の
言

語
的
基
盤
で
あ
る
白
話
は
、
英
語
の
文
法
や
語
順
の
影
響
を
受
け
、
よ
り
原
文
に

近
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

且
說
小
紐
康
之
父
走
上
來
與
我
握
手
，
我
不
禁
滿
面
通
紅
。
原
來
我
心
中
正

在
作
滑
稽
文
章
，
用
他
比
某
戲
裡
一
個
角
色
，
又
替
他
起
個
虬
髯
公
的
外
號
。

N
ew

com
e’s father cam

e up and held out his hand to m
e. 

I dare say I blushed, for I had been com
paring him

 to the 
adm

irable H
arley in the Critic

）
11
（, and had christened him

 D
on 

Ferolo W
hiskerandos

）
11
（.

末
後
輪
到
紐
康
太
尉
身
上
，
那
小
鬼
唱
衟
：
眼
歬
一
位
老
軍
官
，
似
從
印
度

剛
生
還
。
旁
坐
小
兒
笑
合
肩
，
最
好
回
家
床
上
眠
。

And w
hen, com

ing to the Colonel him
self, he burst out—

 “A 
m

ilitary gent I see—
And w

hile his face I scan, I think you’ll 
all agree w

ith m
e—

H
e cam

e from
 H

indostan. And by his side 
sits laughing free—

A youth w
ith curly head, I think you’ll all 

agree w
ith m

e—
That he w

as best in bed. Ritolderol,” etc.

一
九
二
二
年
ま
で
に
、
吳
宓
は
文
言
と
白
話
の
兩
方
に
挑
戰
し
、
い
ず
れ
も
上

品
に
書
け
る
よ
う
に
追
求
し
た
。
こ
れ
は
何
よ
り
も
、
飜
譯
對
象
の
選
擇
と
關
係

が
あ
る
。

プ
ラ
ト
ン
の
『
國
家
』
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
吳
宓
の
い
う
西
洋
學
術
の
精
華

で
あ
る
（「
ギ
リ
シ
ア
三
哲
の
書
を
讀
ま
ず
に
西
洋
學
術
を
扱
う
の
は
、
四
書
五
經
を
讀
ま

ず
に
儒
學
を
崇
め
、
內
典
を
讀
ま
ず
に
佛
學
を
崇
め
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
」

）
11
（

）。
プ
ラ
ト

ン
の
著
作
は
西
洋
の
學
問
の
精
髓
で
あ
り
、
そ
れ
自
體
が
非
常
に
模
範
的
で
あ
る

た
め
、
よ
り
優
雅
な
文
體
に
譯
す
の
は
理
に
か
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
吳
宓
は

プ
ラ
ト
ン
の
思
想
を
儒
學
と
同
列
に
論
じ
る
た
め
、
儒
敎
經
典
に
登
場
す
る
典
故

を
選
ん
で
譯
す
方
針
を
採
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
吳
宓
が
『
ニ
ュ
ー
カ
ム
家
の
人
々
』
を
譯
し
た
動
機
は
、
當
時
中
國

で
起
き
て
い
た
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
小
說
の
飜
譯
ブ
ー
ム
へ
の
不
滿
で
あ
る
。
吳
宓
に

よ
る
と
、
デ
ィ
ケ
ン
ズ
の
小
說
は
『
水
滸
傳
』
の
よ
う
に
、
役
者
や
奴
隸
、
暴
れ

ん
坊
を
中
心
に
書
か
れ
、
そ
の
文
體
は
奔
放
で
、
過
剩
に
描
か
れ
歪
曲
さ
れ
て
お

り
、
大
衆
に
好
ま
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
一
方
、
サ
ッ
カ
レ
ー
の
作
品
は
、『
紅
樓

夢
』
の
よ
う
に
、
貴
族
や
才
子
佳
人
を
描
い
た
も
の
が
多
い
。
文
體
も
よ
り
纖
細

で
、
㊜
切
に
描
寫
さ
れ
眞
摯
な
も
の
で
、
知
識
階
級
に
人
氣
が
あ
る
。
上
流
階
級

の
人
物
描
寫
に
長
け
、
品
格
の
あ
る
優
雅
な
文
體
で
書
か
れ
て
い
る
サ
ッ
カ
レ
ー

の
小
說
の
譯
文
に
、
吳
宓
は
當
然
、
優
雅
な
白
話
を
選
擇
し
（「
譯
筆
當
摹
仿
《
紅

樓
夢
》
體
裁
」

）
1（
（

）、
人
名
・
地
名
・
出
來
事
を
詳
細
に
考
證
・
㊟
釋
し
て
、
飜
譯
の

忠
實
性
に
則
っ
た
。

ハ
ー
バ
ー
ド
大
學
の
英
語
・
比
較
文
學
專
攻
で
受
け
た
吳
宓
の
文
學
敎
育
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
國
の
文
學
の
史
的
展
開
が
中
心
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
バ
ビ
ッ
ト

を
始
め
と
す
る
吳
宓
の
師
た
ち）

11
（

は
古
代
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
や
西
洋
古
典
主
義
の



吳
宓
と
「
文
」
の
新
理
想

一
七
九

擁
護
者
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
吳
宓
に
と
っ
て
の
「
文
學
」
と
は
、
ま
ず
、
限
ら

れ
た
識
字
階
層
に
よ
っ
て
掌
握
さ
れ
、
何
世
代
に
も
わ
た
っ
て
磨
か
れ
て
き
た
成

熟
と
優
雅
さ
と
い
う
特
徵
を
持
つ
書
き
言
葉
の
全
體
で
あ
り
、
さ
ら
に
、
ア
メ
リ

カ
で
受
け
た
十
七
～
十
九
世
紀
の
西
洋
古
典
主
義
の
文
學
觀
念
で
も
あ
る
。
こ
の

場
合
の
「
文
學
」
は
、
西
洋
古
典
主
義
美
學
の
特
徵
で
あ
る
、
崇
高
で
優
雅
な
規

範
に
も
從
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
た
。

終
わ
り
に

本
誌
は
わ
か
り
や
す
く
、
む
だ
な
く
書
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。
あ
え
て

言
葉
を
餝
り
立
て
た
り
、
古
い
漢
字
を
多
用
し
て
、
平
氣
で
ペ
ダ
ン
テ
ィ
ッ

ク
に
な
る
こ
と
は
し
な
い
。
特
に
、
あ
え
て
奇
拔
さ
を
標
榜
し
た
り
、
獨
創

性
を
鼻
に
か
け
た
り
は
し
な
い
。
總
じ
て
、
我
が
國
の
文
字
言
語
で
西
洋
か

ら
來
た
思
想
を
表
す
こ
と
を
目
指
す
…
…
㊜
切
に
使
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、

我
が
國
の
文
字
言
語
は
常
に
意
味
を
傳
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
定
ま
っ
て
い

る
文
法
を
作
り
變
え
て
、
美
し
い
こ
と
ば
の
形
式
を
破
壞
す
る
必
要
は
な

い
。）

11
（

『
學
衡
』
の
「
雜
誌

章
」
に
こ
う
記
さ
れ
た
よ
う
に
、
吳
宓
を
は
じ
め
と
す

る
『
學
衡
』
同
人
は
過
去
の
中
國
の
書
き
言
葉
を
踏
ま
え
て
革
新
を
企
て
よ
う
と

し
た
。
彼
ら
が
理
想
的
な
文
體
に
求
め
る
も
の
は
、
平
易
か
つ
上
品
な
言
葉
に
よ

っ
て
、
西
洋
傳
來
の
知
識
を
讀
者
に
傳
え
る
能
力
で
あ
る
。
彼
ら
が
稱
揚
す
る
文

體
の
「
典
雅
」
と
は
、
章
炳
麟
の
よ
う
な
古
典
的
に
過
ぎ
る
難
解
な
漢
字
の
使
用

を
意
味
し
な
い
し
、
先
秦
・
漢
代
に
定
め
ら
れ
後
の
時
代
に
ほ
ぼ
踏
襲
さ
れ
た
文

言
の
文
法
・
構
文
・
語
彙
と
完
全
に
等
し
く
も
な
い
。
文
言
の
文
法
的
・
構
文
的

規
則
と
そ
れ
に
基
づ
く
風
格
・
美
學
か
ら
距
離
を
置
く
か
ら
に
は
、
文
言
と
白
話

に
お
け
る
雅
俗
の
區
別
は
は
た
し
て
ど
こ
に
認
め
ら
れ
る
の
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら

く
、
象
徵
と
し
て
の
文
人
と
い
う
身
分
、
あ
る
い
は
知
識
や
品
性
に
お
い
て
一
般

大
衆
に
秀
で
る
べ
き
だ
と
い
う
文
人
の
自
己
に
對
す
る
高
い
要
求
で
あ
ろ
う
。
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
古
典
敎
育
と
新
人
文
主
義
の
影
響
を
受
け
た
吳
宓
は
、
こ
う
し

た
文
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
中
國
を
含
む
全
世
界
の
知
識
人
へ
と
擴
大
し
、

東
西
古
典
文
朙
と
い
う
廣
い
視
野
の
下
で
「
典
雅
」
の
意
味
を
理
解
し
た
の
で
あ

る
。實

際
、
淸
末
朞
に
は
す
で
に
、
宣
敎
師
の
白
話
飜
譯
や
方
言
小
說
の
隆
盛
な
ど
、

「
文
言-

官
話
」
の
支
配
を
瓦
解
す
る
力
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
新
た
な
「
文

言
」
の
創
出
を
想
像
す
る
素
地
と
な
っ
て
い
た
の
だ
。
吳
宓
は
こ
う
し
た
淸
代
末

朞
の
新
た
な
文
化
的
勢
力
の
流
れ
を
も
繼
承
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
文
言-

官
話

を
完
全
に
放
棄
し
て
「
白
話-

國
語
」
だ
け
に
新
た
な
言
語
的
正
統
性
と
中
心
性

を
再
確
立
し
よ
う
と
し
た
新
文
化
主
義
者
と
は
異
な
る
衟
を
拓
こ
う
と
す
る
態
度

で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

謝
辭
：
原
稿
を
㊟
意
深
く
お
讀
み
頂
き
的
確
な
意
見
を
頂
い
た
三
人
の
匿
名
査

讀
者
に
深
く
感
謝
す
る
。
ま
た
論
文
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
平
田
昌
司
先
生
か
ら

助
言
を
い
た
だ
い
た
。

　

㊟
（
１
）　

弁
言
：
籀
繹
之
作
必
趨
雅
音
以
崇
文
，
平
心
而
言
不
事
嫚
罵
以
培
俗
。（『
學
衡
』

第
一
號
、
一
九
二
二
年
一
⺼
）。

（
２
）　
「
中
國
提
倡
社
會
主
義
之
商
榷
」
中
說
，「
凢
理
想
學
說
之
發
生
。
皆
㊒
其
歷
史
上

之
背
影
。
決
非
懸
空
虛
構
。
造
烏
托
之
邦
。
作
無
病
之
呻
者
也
。」
查
「
英
吉
之
利
」

的
摩
耳
，
幷
未
做Pia of U

to

，
雖
曰
之
乎
者
也
，
欲
罷
不
能
，
但
别
尋
古
典
，
也

非
難
事
，
又
何
必
當
中
加
楦
呢
。
于
古
未
聞
「
睹
史
之
陀
」，
在
今
不
云
「
寧
古
之



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
八
〇

塔
」，
奇
句
如
此
，
眞
可
謂
「
㊒
病
之
呻
」
了
。（
魯
迅
（
風
聲
）「
估
『
學
衡
』」『
晨

報
副
刊
』、
一
九
二
二
年
二
⺼
九
日
。
後
に
『
熱
風
』（
北
新
書
局
一
九
二
五
年
）
に

收
錄
。『
魯
迅
全
集
』
第
一
卷
（
學
習
硏
究
社
、
一
九
八
四
年
、
四
五
九-

四
六
五

頁
）
の
伊
藤
虎
丸
氏
に
よ
る
日
本
語
譯
を
引
用
し
た
）。

（
３
）　

宋
聲
泉
「
論
周
作
人
的
白
話
轉
向
與
文
言
飜
譯
」（『
周
氏
兄
弟
硏
究
』
第
一
號
、

二
〇
二
三
年
三
月
、
二
一
七-

二
三
三
頁
）。

（
４
）　

以
口
語
爲
基
本
，
再
加
上
歐
化
語
，
古
文
，
方
言
等
分
子
，
雜
糅
調
和
，
㊜
宜
地

或
吝
啬
地
安
排
起
來
，
㊒
知
識
與
趣
味
的
兩
重
的
統
制
，
纔
可
以
造
出
㊒
雅
致
的
俗

語
文
來
。（
周
作
人
（
豈
朙
）「『
燕
知
草
』
跋
」『
新
中
華
報
副
刊
』、
一
九
二
八
年

第
一
册
、
四
〇-

四
一
頁
）。

（
５
）　
「
歐
化
白
話
文
」
は
、
淸
朝
末
朞
の
宣
敎
師
が
中
國
人
の
助
手
と
協
力
し
て
聖
書

な
ど
の
キ
リ
ス
ト
敎
文
學
を
白
話
文
で
飜
譯
し
た
こ
と
に
ま
で
遡
り
、
こ
れ
に
對
し

て
西
洋
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
白
話
を
「
古
白
話
」
と
呼
ぶ
硏
究
者
が
い
る
。
袁

進
「
重
新
審
視
歐
化
白
話
文
的
起
源

―
試
論
近
代
西
方
傳
敎
士
對
中
國
文
學
的
影

響
」（『
文
學
評
論
』、
二
〇
〇
七
年
第
一
朞
）
を
參
照
。

（
６
）　

瞿
秋
白
「
鬼
門
關
以
外
的
戰
爭
」（
一
九
三
一
年
五
⺼
三
十
日
、『
亂
彈
及
其
他
』、

霞
社
一
九
三
八
年
）。
陽
翰
笙
（
寒
生
）「
文
藝
大
衆
化
與
大
衆
文
藝
」（『
北
斗
』
第

二
卷
三
・
四
朞
合
刊
、
一
九
三
二
年
七
⺼
）。

（
７
）　

姚
逹
兌
『
現
代
的
先
聲
：
晚
淸
漢
語
基
督
敎
文
學
』、
中
山
大
學
出
版
社
二
〇
一

八
年
。

（
８
）　

㊟
（
７
）
歬
揭
書
。

（
９
）　Yü, Ying-shih. 2001. “N

either Renaissance nor Enlightenm
ent: 

A
 H

istorian
’s Reflection on the M

ay Fourth M
ovem

ent.” In The 
A

ppropriation of Cultural Capital: China’s M
ay Fourth Project, 

edited by M
ilena D

’Velingerová and O
ldřich K

rál, 299-324. 
Cam

bridge and London: H
arvard U

niversity Asia Center.

（
10
）　
『
學
衡
』
同
人
の
邵
祖
平
が
書
い
た
古
文
・
詩
・
詞
に
吳
宓
が
不
滿
を
持
っ
て
い

た
こ
と
は
晚
年
の
『
吳
宓
自
編
年
譜
』（
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
九

五
年
、
二
三
六
頁
）
か
ら
窺
え
る
。

（
11
）　The Chinese Students’ M

onthly.16:3 (January 1921). The Chinese 
Students’ M

onthly O
nline, Leiden and Boston: Brill, 2014

に
よ
る
。 

（
12
）　
『
吳
宓
日
記
』
第
二
册
、
生
活
・
讀
書
・
新
知
三
聯
書
店
、
一
九
九
八
年
。
一
九

一
九
年
九
⺼
二
十
三
日
（
七
十
七
頁
）。

（
13
）　

一
二
⺼
一
四
日
（
一
〇
五
頁
）。
㊟
（
12
）
歬
揭
書
。

（
14
）　

四
⺼
六
日
（
一
四
八
頁
）。
ま
た
、
一
九
一
九
年
八
⺼
三
一
日
（
五
九
頁
）、
十

一
⺼
七
日
（
九
〇
頁
）、
一
九
一
九
年
一
一
⺼
一
二
日
（
九
一
頁
）、
一
九
二
〇
年
二

⺼
一
二
日
（
一
二
九
頁
）
な
ど
に
も
白
話
文
學
へ
の
批
判
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
㊟

（
12
）
歬
揭
書
。

（
15
）　

一
九
二
一
年
一
⺼
一
七
日
～
二
⺼
一
日
（
二
一
二-

二
一
三
頁
）。
㊟
（
12
）
歬

揭
書
。

（
16
）　

…any highly developed language can be and has actually been 
used to express infinite degrees and shades of m

eaning--from
 the 

extrem
ely literary diction to the vulgar conversation full of slangs. 

㊟
（
11
）
歬
揭
記
事, pp.201-202.

（
17
）　The orthography of our w

ritten language has a quality of 
definiteness and perm

anence hardly m
atched by any Indo-European 

languages; and every Chinese w
ord has a double appeal--to the eye 

and to the ear; it is highly aesthetic as w
ell as m

eaningful. (H
ence 

m
ost interesting is the study of our etym

ology.)

㊟
（
11
）
歬
揭
記
事, 

p.202.
（
18
）　

中
古
之
歐
洲
，
各
國
皆
㊒
其
土
語
，
而
無
㊒
文
學
。
學
者
著
述
通
問
，
皆
用
拉
丁
。

拉
丁
之
在
當
日
，
猶
文
言
之
在
吾
國
也
。
國
語
之
首
發
生
者
，
爲
意
大
利
文
。
意
大
利



吳
宓
と
「
文
」
の
新
理
想

一
八
一

p.166. N
ew

 York: H
oughton M

ifflin Com
pany.

（
26
）　

㊟
（
25
）
歬
揭
書, p.167.

（
27
）　

按
此
可
與
吾
國
之
不
讀
四
書
五
經
等
比
較
，
惟
希
臘
拉
丁
對
英
美
之
人
尙
爲
異
國

之
古
文
，
若
吾
國
之
論
孟
學
庸
等
，
㊒
何
艱
深
之
可
言
乎
？
希
臘
拉
丁
與
四
書
五
經

皆
人
類
最
高
智
慧
之
所
集
凝
，
皆
敎
人
以
爲
人
之
衟
，
爲
羣
治
之
本
而
文
朙
社
會
不

可
須
臾
離
也
。
敎
授
法
之
宜
改
良
爲
一
事
，
不
可
因
噎
而
廢
⻝
也
。
こ
れ
は
、“N

ot 
yet the new

”

を
中
國
語
に
飜
譯
し
た
と
き
吳
宓
が
付
け
加
え
た
案
語
で
あ
る
。
吳

宓
、
陳
訓
慈
譯
「
葛
蘭
堅
論
新
」『
學
衡
』
第
六
號
、
一
九
二
二
年
六
⺼
。 

（
28
）　D

ante Alighieri. 1909. La D
ivina Com

m
edia: Inferno, edited by C. 

H
. G

randgent. Lexington: D
.C. H

eath &
 Com

pany.

（
29
）　
「
通
俗
文
字
篇
」
亦
以
拉
丁
文
作
成
，
未
完
，
論
文
字
之
功
用
及
派
別
、
今
世

文
字
可
否
用
以
創
製
文
學
、
意
大
利
各
種
方
言
之
優
劣
等
。
而
斷
以
意
大
利
各
地

之
方
言
悉
不
合
用
，
惟
一
種
理
想
之
意
大
利
文
，
異
乎
各
種
方
言
而
最
能
通
行

者
，
則
可
以
用
以
創
製
文
學
…
…
（
吳
宓
譯
「
但
丁
神
曲
通
論
」『
學
衡
』
第
四
十

一
號
、
一
九
二
五
年
五
⺼
、
十
五
頁
）。
グ
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト
の
原
文
はAnother 

Latin treatise, the uncom
pleted D

e Vulgari Eloquentia, gives us his 
opinions on language in general, the use of the m

odern idiom
 as a 

literary m
edium

, the relative m
erits of the various Italian dialects, 

and the principles of poetic com
position in the vulgar tongue; he 

believed that an ideal, universal Italian, different from
 any of the 

actually spoken dialects, w
as fit, not only for am

atory verse, but for 
m

artial and m
oral them

es as w
ell.

㊟
（
28
）
歬
揭
書, p.xx. 

吳
宓
が
「
俗

語
に
よ
る
詩
作
の
原
則
」
の
部
分
の
譯
を
意
圖
的
に
省
略
し
た
こ
と
に
㊟
意
。

（
30
）　

按
此
實
相
當
於
吾
國
今
日
之
文
言
，
拉
丁
文
則
相
當
於
篆
隸
等
文
。
今
人
所
倡
之

白
話
，
近
乎
一
地
之
方
言
。
但
丁
書
中
㊒
雅
言
、
俗
言
之
分
，
而
主
以
雅
言
創
作
文

字
，
其
實
雅
言

吾
國
之
文
言
也
。
近
今
吾
國
提
倡
白
話
者
，
每
舉
但
丁
此
篇
以
爲

者
，
羅
馬
之
舊
畿
，
故
其
語
亦
最
近
拉
丁
，
謂
之
拉
丁
之
”俗
語“
（Vulgate

）。
”俗

語“
之
入
文
學
，
自
但
丁
（D

ante

）
始
。
…
…
從
此
開
”俗
語
文
學“
之
先
，
亦

從
此
爲
意
大
利
造
文
學
的
國
語
，
亦
從
此
爲
歐
洲
造
新
文
學
。『
胡
㊜
日
記
全
集
』

第
二
册
、
聯
經
出
版
事
業
、
二
〇
〇
四
年
、
五
二
七
頁
（
一
九
一
七
年
六
⺼
十
九
日
）。

（
19
）　

我
這
幾
年
來
硏
究
歐
洲
各
國
國
語
的
歷
史
…
…
沒
㊒
一
種
是
敎
育
部
的
老
爺
們
造

成
的
。
沒
㊒
一
種
是
語
言
學
專
門
家
造
成
的
。
沒
㊒
一
種
不
是
文
學
家
造
成
的
。（
胡

㊜
「
建
設
的
文
學
革
命
論
」『
新
靑
年
』
第
四
卷
第
四
朞
、
一
九
一
八
年
）。

（
20
）　

胡
㊜
が
構
築
し
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
國
語
の
歷
史
」
が
讀
者
を
誤
っ
て
導
い
た
可

能
性
に
つ
い
て
は
、程
巍
「
胡
㊜
版
的
”歐
洲
各
國
國
語
史“
：
作
爲
旁
證
的
僞
證
」

（『
北
京
第
二
外
國
語
學
院
學
報
』
二
〇
〇
九
年
第
六
朞
、
八-

二
〇
頁
）
を
參
照
。

（
21
）　G

randgent, Charles H
all. 1920. O

ld and N
ew

: Sundry Papers. 
Cam

bridge: H
arvard U

niversity Press.

（
22
）　

一
九
一
九
年
九
⺼
二
十
三
日
（
七
十
六
頁
）、
一
九
二
〇
年
六
⺼
二
十
一
日
（
一

六
九
頁
）。
㊟
（
12
）
歬
揭
書
。

（
23
）　T

he w
hole M

odernist propaganda is based on the false 
assum

ption that know
ledge can be acquired w

ithout painfully 
conscious effort. “N

ot yet the new
”,

㊟
（
21
）
歬
揭
書, p.18.

（
24
）　The great danger of the M

odernistic theory lies in its coincidence 
w

ith the innate laziness of m
an. W

hen pedagogical Satans 
are proclaim

ing from
 the housetops that Latin and G

reek and 
m

athem
atics are not only hard and uninteresting, but useless, how

 
can children, or even parents, be blam

ed for dem
anding that these 

outw
orn studies be abolished and replaced by brand new

 ones 
vaguely im

agined as both profitable and entertaining? “N
ot yet the 

new
”,

㊟
（
21
）
歬
揭
書, p.19. 

（
25
）　Babbitt, Irving. 1908. Literature and The A

m
erican College, 



日
本
中
國
學
會
報
　
第
七
十
五
集

一
八
二

白
話
，
各
㊒
其
用
，
分
野
殊
途
，
本
可
竝
存
。
㊟
（
36
）
歬
揭
記
事
。

（
38
）　

吾
屢
言
，
今
日
吾
國
文
學
界
最
急
要
之
事
，

爲
創
造
一
新
文
體
，
强
以
固
㊒
之

文
字
，
表
西
來
之
思
想
。
㊟
（
36
）
歬
揭
記
事
。

（
39
）　

宜
先
將
甲
乙
兩
國
文
中
通
用
之
成
語
，
考
記
精
博
，
隨
時
取
其
意
之
同
者
，
而
替

代
之
，
則
處
處
圓
轉
確
當
。
例
如
英
文
某
句
，
㊜
可
譯
爲
”險
象
環
生“
者
，
決
不

可
譯
爲
”危
險
由
各
方
面
發
生“
，
而
自
詡
其
文
理
之
近
似
也
。
吳
宓
「
餘
生
隨
筆
」、

『
吳
宓
詩
話
』、
商
務
印
書
館
二
〇
〇
五
年
、
二
十
三
頁
。

（
40
）　

一
九
一
九
年
九
⺼
八
日
（
六
十
六
頁
）。
㊟
（
12
）
歬
揭
書
。

（
41
）　

吳
宓
の
日
記
や
「
西
洋
文
學
精
要
書
物
」（『
學
衡
』
第
七
號
）
に
よ
る
と
、
底

本
はB. Jow

ett 

の
英
譯The Republic of Plato, translated into English 

w
ith Introduction, A

nalysis, M
arginal A

nalysis, and Index

で
あ
る
こ

と
が
推
測
で
き
る
。
版
本
は
不
朙
。

（
42
）　

庖
㊒
肥
肉
，
廄
㊒
肥
馬
，
民
㊒
飢
色
，
野
㊒
餓
莩
，
此
率
獸
而
⻝
人
也
。『
孟
子
』

「
梁
惠
王
上
」。

（
43
）　

同
乎
流
俗
，
合
乎
污
世
。『
孟
子
』「
盡
心
下
」。

（
44
）　

障
百
川
而
東
之
，
回
狂
瀾
於
既
倒
。
韓
愈
「
進
學
解
」。

（
45
）　

人
固
㊒
一
死
，
或
重
於
泰
山
，
或
輕
於
鴻
毛
，
用
之
所
趣
異
也
。『
文
選
』「
報
任

少
卿
書
」。

（
46
）　

是
故
非
淡
薄
無
以
朙
德
，
非
寧
靜
無
以
致
遠
，
非
寬
大
無
以

覆
。『
淮
南
子
』

「
主
術
訓
」。

（
47
）　

此
譯
稿
首
求
密
合
原
文
之
詞
義
，
非
大
不
得
已
，
決
不
增
損
一
字
。
㊟
（
36
）
歬

揭
記
事
。

（
48
）　

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
劇
作
家
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｂ
・
シ
ェ
リ
ダ
ン
が
作
っ
た
劇

作
の
こ
と
。

（
49
）　The Critic

の
登
場
人
物
で
あ
る
。

（
50
）　

治
西
學
而
不
讀
希
臘
三
哲
之
書
，
猶
之
宗
儒
學
而
不
讀
四
書
五
經
，
崇
佛
學
而
不

先
例
，
不
知
其
閒
情
勢
不
同
，
比
附
㊒
誤
。
使
但
丁
而
在
，
必
主
張
中
國
人
以
文
言

爲
通
用
之
文
字
也
。

（
31
）　Zhong, Yurou. 2019. Chinese G

ram
m

atology: Script Revolution 
and Literary M

odernity, 1916-1958. N
ew

 York City: Colum
bia 

U
niversity Press.

王
東
傑
『
聲
入
心
通
：
國
語
運
動
與
現
代
中
國
』（
北
京
師
範

大
學
出
版
社
二
〇
一
九
年
）
な
ど
を
參
照
。 

（
32
）　

吾
國
文
字
，
以
文w

ritten language

之
寫
於
紙
上
者
爲
主
，
以
語spoken 

language

之
出
於
口
中
者
爲
輔
。（
吳
宓
「
再
論
新
文
化
運
動
―
答
邱
昌
渭
君
」『
留

美
學
生
季
報
』、
一
九
二
一
年
第
四
號
）。

（
33
）　

商
偉
「
言
文
分
離
與
現
代
民
族
國
家
：
”白
話
文“
的
歷
史
誤
會
及
其
意
義
」

（『
讀
書
』、
二
〇
一
六
年
十
一
⺼
）。Shang, W

ei. 2002. “Baihua, G
uanhua, 

Fangyan and the M
ay Fourth Reading of Rulin w

aishi.” Sino-
Platonic Papers, no.117 (M

ay):1-10. 

（
34
）　M

atthew
s, Brander. 1909. “The speech of the people.” The 

A
m

erican of the Future and other essays. N
ew

 York: C. Scribner’s 
Sons.

（
35
）　“English as a W

orld-language.” “Sim
plified Spelling and ‘Fonetic 

Reform
’.”

な
ど
、Brander M

atthew
s

の
エ
ッ
セ
イ
を
參
照
（
㊟
（
34
）
歬
揭

書
）。 

（
36
）　

昔
英
國
飜
譯
大
家Jow

ett

嘗
言
…
…T

he soul of translation is 
com

prom
ise

。蓋
謂
既
須
密
合
原
文
之
意
，
又
須
遵
此
國
文
字
之
定
例
。
朙

暢
自
然
，
使
人
讀
之
不
知
其
由
飜
譯
來
者
。
亦

嚴
又
陵
所
謂
信
逹
雅
是

也
。（
吳
宓
「『
鈕
康
氏
家
傳
』
譯
者
謹
識
『
學
衡
』
第
八
號
一
九
二
二
年
八
⺼
）。

（
37
）　

時
人
競
尙
語
體
而
欲
剷
除
文
言
。
未
免
㊒
誤
。
且
無
論
文
言
白
話
，
皆
必
㊒
其
文

心
文
律
，
皆
必
出
以
凝
練
陶
冶
之
工
夫
而
致
於

朙
通
之
域
。
大
凢
文
言
，
首
須

求
其
朙
顯
，
以
避
艱
澀
餖
飣
。
白
話
，
則
首
須
求
其
雅

，
以
免
冗
沓
粗
鄙
。
文
言
、



吳
宓
と
「
文
」
の
新
理
想

一
八
三

閱
內
典
。
一
九
一
九
年
九
⺼
五
日
（
六
十
二
頁
）。
㊟
（
12
）
歬
揭
書
。

（
51
）　

一
九
一
九
年
八
⺼
三
十
一
日
（
五
十
八
頁
）。
㊟
（
12
）
歬
揭
書
。

（
52
）　

バ
ビ
ッ
ト
と
グ
ラ
ン
ジ
ェ
ン
ト
の
他
に
、
Ｊ
・
Ｌ
・
ロ
ー
ウ
ェ
ス
（John 

Livingston Low
es 

一
八
六
七
―
一
九
四
五
）
も
自
由
詩
運
動
を
批
判
し
、
古
典

詩
を
擁
護
し
た
。

（
53
）　

本
雜
誌
行
文
，
則
力
求
朙
暢
雅

。
既
不
敢
堆
積
餖
飣
，
古
字
連
篇
，
甘
爲
學
究
。

尤
不
敢
故
尙
奇
詭
，
妄
矜
創
造
。
總
朞
以
吾
國
文
字
，
表
西
來
之
思
想
…
…
苟
能
連

用
得
宜
，
則
吾
國
文
字
，
自
可
㊜
時
逹
意
，
固
無
須
更
張
其
一
定
之
文
法
，
摧
殘
其

優
美
之
形
質
也
。「
雜
誌

章
・
體
裁
及
辦
法
」（『
學
衡
』
第
一
號
、
一
九
二
二
年

一
⺼
）。




